
薬事日報　薬学生新聞

　慶應義塾大学の研究室で医薬品情報学を専攻して
いた学生時代が原点。ＯＴＣ医薬品の添付文書が一
般の人たちにどこまで理解されているかを研究テー
マに、アンケート調査を実施したころ、医薬品を正
しく服用してもらうための添付文書が、情報の受け
手である患者に分かりづらい内容になっていた実態
を目の当たりにした。
　患者目線に立った情報発信が必要ではないか
――。こうした問題意識から、市販後に医薬品の有
効性や安全性情報を収集・評価し、医療従事者に医
薬品を正しく使ってもらうよう情報提供するという
ファーマコビジランス業務に興味が沸いた。開発に
多大な時間をかけて、病気で苦しんでいる患者を救
うために世に出てきた新薬。どんな薬にも効果と副
作用という光と陰があり、販売後に、本来使っては
いけない患者に投与したり、使い方を間違えたりす
ると、思わぬ副作用を引き起こしてしまうこともあ
る。
　新卒の募集枠が少ないファーマコビジランスで、
「駄目だったら仕方ない」と一念発起し、狭き門をく
ぐり抜け、協和発酵キリンに採用された。様々な製

薬企業から説明を受
ける中で、「誇りを
持って仕事をされて
いるという印象を抱
いた」という。入社
したばかりの若手で

あっても、積極的に仕事ができる環境が感じ取れる
ような「先輩社員の雰囲気」が決め手だった。
　現在は、中枢領域のパーキンソン病やてんかんを
対象とした上市医薬品と治験薬の安全性監視業務を
担当している。医療現場や社内の各部門など、様々
な人たちとかかわり、医薬品の安全性情報に関する
一連の業務を担う。動物試験を行う非臨床試験、臨
床試験、営業・マーケティング、病院や薬局、患者と

多方面から情報が集まり、それぞ
れにフィードバックする。医薬品
の安全性情報管理計画を立案・実
行・改善し、医療現場と製薬企業
の様々な部門をつなぐ仕事だ。
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　「医薬品の安全性は私が守る！」と話す薬学卒の頼もしい女子が
登場した。協和発酵キリンの信頼性保証本部ファーマコビジラン
ス部に在籍する戸田麻里奈さん。大学で医薬品情報学を専攻し、
そのときに思い描いた「安全性のプロになりたい」という未来予想
図への挑戦は、現在進行形で続いている。「どうやったら医薬品を
安全に使ってもらえるか」と苦心しながら、集められた膨大な医
薬品情報をもとに、様々な部門と協力し、医療現場、その先にいる
患者に大事なメッセージを届けている。難産の末に生まれた新薬
を、多くの人たちに使われる医薬品に育てていくファ
ーマコビジランス業務において、戸田さんがとりわけ
意識するのは、人とかかわりながら仕事するというチ
ームワークだ。

“薬害をなくしたい”
大学時代の研究が原点
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